
　回復期リハビリテーション病棟は，集中的にリハビリを行い，ADLの改善，在宅復帰を
目指している。2016年度の診療報酬改定で実績指数が導入され，在棟日数の短縮が求め
られている。当病棟では，在棟日数の短縮が求められている事により，担当者が行うミニ
カンファレンスは入院当初のみで，チームとしての評価や修正が不十分で，退院前に患者
の状態と家族の意向に差が生じ，入院期間が延長する事例があった。そこで，担当者はミ
ニカンファレンスを２週間毎に実施し，患者の状態や家族の意向，予後予測を踏まえた目
標設定，各職種の具体的な役割をフォーマットに記載，可視化し，どのような効果があっ
たか報告する。
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